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セミナー概要

牛伝染性リンパ腫ウイルス（BLV）は、ヒト T細胞白血病ウイルス（HTLV-1）と近縁なレトロ

ウイルスであり、その病態解析から得られる知見は HTLV-1研究にも新たな示唆を与えています。

本セミナーでは、牛伝染性リンパ腫の現状と発症早期診断法の開発、ならびに臨床現場への実装

事例について紹介します。また、北海道大学らが開発した発症リスク予測技術「RAISING」の

実用化事例を交えながら、BLV研究が HTLV-1研究にもたらす新たな可能性についてご講演

いただきます。
※ 先着順でのご入場となります。
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